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武道授業 実践の概要紹介 京都市（柔道）

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　
柔
道

　

三
方
を
山
々
に
囲
ま
れ
た
山
紫
水
明
の
ま
ち
京
都
は
、
悠
久
の
歴
史
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
有

形
無
形
の
文
化
が
息
づ
く
、
人
口
約
147
万
人
の
歴
史
都
市
で
す
。
そ
し
て
ま
た
京
都
は
、
明
治
の

初
め
、
市
民
が
財
を
出
し
合
い
、
全
国
で
初
め
て
の
学
区
制
小
学
校
と
な
る
「
番
組
小
学
校
」
を

開
校
し
て
公
教
育
の
礎
を
築
い
た
、人
づ
く
り
の
伝
統
が
息
づ
く
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。
現
在
も
、

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
む
」
と
い
う
先
人
の
情
熱
を
受
け
継
ぎ
、
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
や
保
護
者
、
さ
ら
に
は
経
済
界
や
大
学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
、
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
の
教
育
を
支
え
て
い
ま
す
。

京
都
市
に
お
け
る

中
学
校
武
道
必
修
化
の
取
組

京
都
市
教
育
委
員
会

1

武
道
の
実
施
状
況

　
本
市
に
は
、
現
在
、
73
の
市
立
中
学

校
が
あ
り
、
生
徒
数
は
約
３
万
１
０
０

０
人
で
す
。

　
武
道
に
つ
い
て
は
、
旧
学
習
指
導
要

領
の
も
と
に
お
い
て
も
、
既
に
ほ
と
ん

ど
の
学
校
で
武
道
を
選
択
し
、
柔
道
、

剣
道
、
ま
た
は
相
撲
の
授
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
武
道
が
必
修
と
な
っ
た
24

年
度
、
種
目
別
の
実
施
状
況
は
、
柔
道

62
校
、
剣
道
は
5
校
、
相
撲
は
7
校
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
稿
で
は
、
本
市
に
お
い
て
最
も
多

く
の
学
校
で
実
施
さ
れ
る
柔
道
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
で
き
た
安

全
対
策
、
研
修
、
指
導
計
画
に
つ
い
て

記
述
し
ま
す
。

に
は
、
年
度
当
初
に
、
市
教
委
か
ら
指

導
主
事
等
が
す
べ
て
の
市
立
中
学
校
を

訪
問
し
、
指
導
体
制
や
用
具
の
状
況
を

検
分
す
る
と
と
も
に
、
助
言
・
指
導
を

行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
と
き
聞

き
取
っ
た
各
校
の
意
見
や
要
望
を
も
と

に
、
畳
の
滑
り
止
め
や
衝
撃
吸
収
マ
ッ

ト
（
武
道
場
が
な
い
学
校
で
、
空
き
教

室
等
を
使
用
す
る
場
合
に
、
衝
撃
を
和

ら
げ
る
た
め
、
床
と
畳
の
間
に
敷
く
ウ

レ
タ
ン
製
の
マ
ッ
ト
）
な
ど
を
追
加
で

整
備
し
、
さ
ら
な
る
安
全
の
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。

2

安
全
へ
の
取
組

選択種目 校数
男女とも柔道を実施 60 校
男女とも剣道を実施 3校
男女とも相撲を実施 7校
男子は柔道、女子は剣道
を実施

2校

計 72 校※

平成24年度の武道実施状況

※ 1校は，不登校の生徒等の通学する本市
独自の中学校であり，文科省から特別の教
育課程を編成して教育を行う指定を受けて
いるため，武道を実施しない。

　
必
修
化
に
向
け
た
準
備
は
、
学
習
指

導
要
領
の
移
行
期
間
に
あ
た
る
平
成
21

年
度
か
ら
本
格
的
に
行
い
ま
し
た
。
ま

ず
、
各
校
の
柔
道
畳
の
保
有
状
況
を
改

め
て
調
査
し
、数
が
不
足
し
て
い
た
り
、

古
く
な
っ
た
り
し
て
い
る
学
校
に
対
し

て
、
柔
道
畳
を
計
画
的
に
整
備
し
て
い

き
ま
し
た
。
ま
た
23
年
度
に
は
、
投
げ

技
の
指
導
が
安
全
に
行
え
る
よ
う
、
投

げ
込
み
マ
ッ
ト（
２
ｍ
×
２
ｍ
×
10
㎝
、

ウ
レ
タ
ン
製
）
を
、
各
校
、
少
な
く
と

も
4
枚
ず
つ
保
有
す
る
よ
う
に
整
備
し

ま
し
た
。

　
必
修
化
の
初
年
度
に
あ
た
る
24
年
度

3

研
修
の
実
施

⑴
実
技
講
習

　
平
成
21
年
度
か
ら
、毎
年
3
回
程
度
、

教
員
の
研
究
組
織
で
あ
る
京
都
市
中
学

校
教
育
研
究
会
体
育
部
会
と
連
携
し
、

京都武徳殿

実
技
研
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
柔
道

の
有
段
者
で
あ
り
、
指
導
経
験
も
豊
富

な
教
員
が
講
師
と
な
り
、
基
本
的
な
事

項
か
ら
順
を
追
っ
て
、
繰
り
返
し
研
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修
は
、
24

年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
て
お
り
、
特

に
24
年
6
月
に
行
っ
た
研
修
で
は
、
指

導
経
験
が
浅
い
教
員
を
中
心
に
、
こ
れ

ま
で
に
同
様
の
研
修
を
受
講
し
た
こ
と

が
な
い
教
員
は
必
ず
受
講
す
る
よ
う
、

個
別
に
声
を
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
導
入
と
し
て
、
帯
の
締
め
方
、
正
座

の
仕
方
、
礼
の
仕
方
な
ど
、
基
本
的
な

所
作
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
受
け
身

に
つ
い
て
指
導
し
ま
し
た
。
寝
こ
ろ
ん

だ
状
態
か
ら
段
階
を
踏
ん
で
指
導
す
る

こ
と
や
、
頭
部
を
畳
に
強
打
し
な
い
よ

う
、
必
ず
顎あ
ご

を
し
っ
か
り
引
く
よ
う
に

指
導
す
る
こ
と
な
ど
の
留
意
点
を
説
明

し
ま
し
た
。
ま
た
、
前
回
り
受
け
身
を

う
ま
く
で
き
な
い
生
徒
へ
の
指
導
の
工

夫
と
し
て
、
二
人
一
組
で
相
手
の
手
を

と
り
、
頭
部
を
支
え
な
が
ら
行
う
方
法

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
相
手
の
動
き
に
応
じ
た
技

の
攻
防
を
楽
し
む
と
い
う
、
武
道
な
ら
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【
指
導
と
評
価
の
一
体
化
】

　
指
導
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
と
い
う

「
指
導
と
評
価
の
一
体
化
」
を
推
進
し

つ
つ
、
効
果
的
・
効
率
的
な
評
価
方
法

を
導
く
た
め
、
指
導
内
容
と
評
価
規
準

の
設
定
例
、
単
元
全
体
の
計
画
例
・
評

価
時
期
を
示
し
た
。
ま
た
、
計
画
・
実

践
・
評
価
・
改
善
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
基
盤
と
し
た
学
習
指
導
を
さ
ら
に

展
開
し
て
い
く
た
め
、
単
元
計
画
の
中

に
「
評
価
の
視
点
」
を
示
し
た
。

【
道
徳
と
の
関
連
】

　
指
導
上
の
留
意
点
に
関
連
す
る
道
徳

の
項
目
を
示
し
、
運
動
を
通
し
て
、「
粘

り
強
く
や
り
遂
げ
る
」「
ル
ー
ル
を
守

る
」「
集
団
に
参
加
し
協
力
す
る
」な
ど
、

道
徳
と
の
関
連
を
図
っ
た
体
育
学
習
が

展
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

【
言
語
活
動
の
充
実
】

　
習
得
し
た
知
識
・
技
能
を
活
用
し
て

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
養
う
た
め
、

グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
活
動
等
を
十

分
に
取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
、
言
語
活

動
の
充
実
を
図
っ
た
。

【
小
学
校
と
の
関
連
】

　
学
習
内
容
の
系
統
化
を
踏
ま
え
、
継

続
的
か
つ
効
果
的
な
指
導
が
な
さ
れ
る

よ
う
、
小
学
校
（
高
等
学
校
）
の
学
習

内
容
と
の
接
続
に
配
慮
し
た
。

　
武
道
は
日
本
固
有
の
文
化
で
あ
り
、

一
対
一
で
対た
い

峙じ

し
、
相
手
の
動
き
に
応

じ
た
技
の
攻
防
を
競
い
合
う
と
い
う
特

性
か
ら
、
相
手
を
尊
重
す
る
態
度
を
育

ん
だ
り
、
日
本
の
伝
統
的
な
考
え
方
を

体
験
的
に
学
ぶ
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

一
方
、
武
道
を
中
学
校
で
初
め
て
経
験

す
る
子
ど
も
も
多
く
、
直
接
的
な
身
体

接
触
も
伴
う
た
め
、
怪
我
や
事
故
に
は

十
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
安
全
性
を
十
分
に
確
保
し
た
う
え

で
、各
校
で
充
実
し
た
授
業
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
、
武
道
な
ら
で
は
の
教

育
効
果
を
享
受
で
き
る
よ
う
、
必
修
化

を
契
機
に
、
改
め
て
指
導
環
境
や
指
導

内
容
の
点
検
、
充
実
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

⑵
安
全
講
習

　
24
年
8
月
29
日
と
9
月
3
日
に
は
、

全
体
育
科
教
員
を
対
象
に
、
柔
道
で
起

こ
り
や
す
い
事
故
や
、
指
導
上
、
特
に

注
意
す
べ
き
点
な
ど
、
安
全
面
に
特
化

し
た
内
容
で
、
講
義
形
式
の
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
両
日
と
も
同
じ
内
容

で
行
い
、
約
230
名
の
全
体
育
科
教
員
を

対
象
に
、
必
ず
ど
ち
ら
か
に
参
加
す
る

よ
う
に
呼
び
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。 

　
柔
道
は
他
の
運
動
と
比
べ
て
、
柔
道

固
有
の
動
作
に
起
因
す
る
重
大
事
故
が

多
い
こ
と
、
ま
た
事
故
の
背
景
に
は
、

柔
道
の
動
き
そ
の
も
の
の
他
、
設
備
な

ど
の
環
境
、
生
徒
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

な
ど
、
様
々
な
要
因
が
絡
み
合
っ
て
い

る
と
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

事
故
防
止
の
た
め
の
具
体
策
と
し
て
、

指
導
環
境
の
整
備
や
、
習
熟
度
に
応
じ

た
段
階
的
な
指
導
を
行
う
こ
と
、
指
導

計
画
を
作
成
す
る
際
に
留
意
す
べ
き
点

な
ど
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。さ
ら
に
、

万
が
一
、
事
故
が
発
生
し
た
と
き
の
対

処
法
や
指
導
者
に
問
わ
れ
る
責
任
、
柔

道
で
起
こ
り
や
す
い
怪
我
や
事
故
の
例

な
ど
、
資
料
や
映
像
を
交
え
な
が
ら
詳

し
く
説
明
し
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
教
科
・
領
域
ご
と
に
、

単
元
計
画
や
学
習
指
導
計
画
例
、
学
習

の
内
容
や
評
価
の
視
点
、
指
導
上
留
意

す
べ
き
事
項
な
ど
を
記
し
た
、
独
自
の

教
育
課
程
指
導
計
画
「
京
都
市
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
」
を
作
成
し
、
全
校
に
配
布
し

て
い
ま
す
。

4

指
導
計
画
の

作
成

　
特
に
、
柔
道
に
関
わ
る
内
容
に
つ
い

て
は
、
京
都
市
中
学
校
教
育
研
究
会
体

育
部
会
や
京
都
市
中
学
校
体
育
連
盟
柔

道
専
門
部
、
ま
た
文
部
科
学
省
が
実
施

し
た
「
子
ど
も
の
体
力
向
上
指
導
者
養

成
研
修
」
等
に
参
加
し
た
教
員
と
も
相

談
し
な
が
ら
作
成
し
ま
し
た
。
3
年
間

を
見
通
し
た
上
で
、
学
習
段
階
や
個
人

差
を
踏
ま
え
、
段
階
的
な
指
導
を
行
う

な
ど
、
安
全
確
保
に
十
分
留
意
し
た
計

画
に
な
っ
て
お
り
、
初
め
て
指
導
す
る

者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
幅
広
く
活
用

で
き
る
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《「
京
都
市
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
主
な
特

徴
》

【
安
全
へ
の
配
慮
】

　
受
け
身
を
重
点
的
に
行
う
と
と
も

に
、
技
能
の
程
度
に
応
じ
て
段
階
的
に

指
導
し
、
第
1
、
第
2
学
年
で
は
約
束

形
式
の
試
合
を
行
う
な
ど
、
徹
底
し
た

安
全
指
導
、
安
全
確
保
に
努
め
る
よ
う

示
し
た
。

【
指
導
内
容
の
体
系
化
】

　
指
導
内
容
の
体
系
化
を
踏
ま
え
、「
基

礎
的
・
基
本
的
な
内
容
」「
評
価
規
準
」

「
単
元
全
体
の
計
画
例
・
評
価
時
期
」

等
、
第
1
学
年
及
び
第
2
学
年
と
第
3

学
年
に
分
け
て
示
し
た
（
表
１
〜
表
３

参
照
）。

【
評
価
規
準
】

　
評
価
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
「
評
価

規
準
」
に
つ
い
て
は
、
目
標
に
準
拠
し

た
評
価
を
適
切
に
行
う
た
め
、
学
習
目

標
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、各
領
域
・

内
容
（
種
目
）
に
お
け
る
評
価
規
準
を

示
し
、
さ
ら
に
具
体
的
な
評
価
規
準
の

設
定
例
も
示
し
た
。

5

お
わ
り
に

体育科教員を対象とした安全講習会

中学校での授業の様子

実技講習会　受け身の指導

実技講習会　寝技の指導

で
は
の
特
性
を
、
安
全
に
体
験
さ
せ
る

工
夫
と
し
て
、
寝
技
の
み
で
行
う
対
戦

型
の
指
導
法
を
紹
介
し
ま
し
た
。
受
講

者
は
二
人
一
組
に
な
り
、
一
定
時
間
内

に
抑
え
込
み
か
ら
逃
れ
る
ゲ
ー
ム
や
、

立
ち
上
が
る
こ
と
を
禁
じ
、
背
中
合
せ

に
座
っ
た
状
態
か
ら
互
い
に
寝
技
を
掛

け
合
う
試
合
形
式
の
練
習
な
ど
、
実
践

を
交
え
て
学
び
ま
し
た
。

　
研
修
の
最
後
に
は
、
講
師
が
代
表
的

な
投
げ
技
を
披
露
し
な
が
ら
、
頭
部
外

傷
を
始
め
と
す
る
、
怪
我
の
危
険
性
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
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（１）１・２年生の内容 

 例体具の導指のていつに容内 容 内 目 項

ア．基本動作 

 

 

 

イ．基本技能 

 

 

 

 

 

ウ．対人的技能 

 

 

 

 

エ．試合 

・柔道衣の着用の仕方を学習する。 

・柔道においての礼法を学習する。 

・姿勢や組み方においては，相手の動きに応じ

やすい自然体で組む。 

・崩しにおいては，相手の体勢を不安定にさせ，

技をかけやすい状態にする。 

・倒れ方，ころび方，受け身においては，１年

次に重点的に行うようにする。 

・２年次では，１年次に学習した受け身を動き

の中で行うようにする。 

・投げ技と受け身，固め技においては，技能に

応じて行うようにする。特に，投げ技は，学

習した受け身で行えるものを選択する。 

・投げ技において，１年次には静止状態，２年

次には移動状態で行うのが望ましい。 

・１，２年次では寝技の試合を行う。技能の程

度に応じてルールなどを設定し，安全に行え

るようにする。 

・武道特有の礼法をしっかりと実践

しよう。 

 

 

・どのようにしたら相手が倒れやす

い状態になるか考えよう。 

・基本は後頭部を絶対に打たないよ

うにしよう。 

 

 

・技を受ける人は素直に投げられよ

う。 

 

 

 

・学習した技能で試合をしてみよ

う。 

ア．相手の尊重 

 

 

イ．自己の責任

を果たす 

 

 

ウ．安全 

・伝統的な行動の仕方に留意して，練習や試合

を行う際など，勝敗に関係なく，互いに相手

を尊重する。 

・自主的に活動ができるようにする。また，生

徒同士の活動において，互いに協力すること

により，課題解決がしやすくなることなどを

理解する。 

・練習や試合を行う際，相手の技量や体力など

がわかり，怪我をしやすい技を用いないなど，

安全に留意した活動ができるようにする。 

・精力善用，自他共栄を意識して活

動しよう。 

 

・仲間と協力や助言をしながら，課

題解決をしていこう。 

 

 

・怪我をしないよう，無理に技をか

けない。 

ア．特性や成り

立ち 

イ．伝統的な考

え方 

 

ウ．技の名称や

行い方 

エ．課題に応じ

た運動の取

り組み方を

工夫する。 

・学習し，身に付けた技で相手と攻防する楽し

さや喜びを味わう。 

・相手に勝利することだけを目的とするのでは

なく，技の習得などを通し，自己形成を重視

する。 

・技の名称や技術的なポイントを理解し，その

技をかけるための崩しなども行う。 

・基礎的な知識や技能を活用して，学習課題へ

の取り組み方を工夫できるようにする。 

 

 

・精力善用，自他共栄の意味の説明。

 

 

 

 

・グループ内での教え合いを積極的

に行う。 

 

 （１）１・２年生の評価規準 

 関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

 

領

域

の

評

価

規

準 

◎柔道の楽しさを体得し

ようと，自ら進んで運

動している。 

◎公正，協力，責任など

の態度を身に付けてい

る。 

◎活動場所や練習におい

て安全に留意して運動

している。 

◎自己やグループの目標

や課題を明らかにして

いる。 

◎自己やグループの目標

や課題を実現するため

に工夫と努力をしてい

る。 

◎柔道の「技能の内容」

を身に付けている。 

◎相手の動きに応じて技

をかけ，柔道を楽しん

でいる。 

◎柔道の「技能の内容」

の技術構造や合理的

な練習の仕方を理解

している。 

◎柔道のルールや審判

の方法を理解してい

る。 

種

目

の

評

価

規

準 

1

年 

○積極的に柔道の特性に

触れようとしている。

○授業の約束（マナー）

を知り，守ろうとして

いる。 

○安全について学習し，

そのことに留意して運

動している。 

○自分にふさわしい目標

や課題を見付けようと

している。 

○基礎的な知識や技能を

学習し，自己の課題を

解決しようとしてい

る。 

○基本的技能を身に付け

ようとしている。 

○相手と組み合った時

に，技を出そうとして

いる。 

○柔道の特性や基本的

技能の要領を理解で

きる。 

○柔道のルールや審判

法を理解しようとし

ている。 

 

2

年 

○自ら進んで柔道の特性

に触れようとしてい

る。 

○授業の約束（マナー）

を守り，協力し，運動

している。 

○安全に留意しながら運

動し，声かけなどがで

きる。 

○自分やグループにふさ

わしい目標や課題を見

付けようとしている。

○学習した知識や技能か

ら，自己やグループの

課題を明らかにし，達

成・解決しようとして

いる。 

○身に付けた基本的な技

能を試合で使おうとし

ている。 

○相手と組み合った時

に，技が出せる。 

○柔道の特性や技能の

要領を理解し，実際

の技に生かすことが

できる。 

○柔道のルールや審判

法を理解し，それを

生かした自己の活動

ができる。 

具

体

的

な

評

価

項

目

と

評

価

規

準 

・意欲的に授業に参加し，

柔道の特性に触れよう

としている。 

・他の生徒と協力し，授

業に参加している。 

・授業を受ける際，周囲

や自己の安全に配慮し

て活動できる。 

・自分の課題を見付け，

その課題を克服するた

め，練習をすることが

できる。 

・自分の課題解決のため

に，今まで学習した内

容を活用することがで

きる。 

・基本的な技能を行うこ

とができる。 

・相手との攻防の中で自

分の技をかけることが

できる。 

・技をかける際，かけ

方や崩し方を理解し

ている。 

・ルールに理解し，活

動ができる。 

 

 

表１　柔道の基礎的・基本的な内容表２　評価の規準
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＜１２～１５時間＞ Ⅰ…経験の浅い段階 Ⅱ…少し経験した段階 Ⅲ…ある程度経験した段階 

目 標  点視の価評 動活習学

◎学習全体の見通しを持

とう 

◎柔道衣の着用方法や扱

い方を知ろう 

◎礼法を身に付け相手を

尊重する態度を身に付

けよう 

 

◎基本動作を身に付けよ

う 

（1年次には重点的に） 

◎体さばきは，対人技能を

支える姿勢，動作である

ことを知ろう 

◎受け身の意義を知ろう 

（1年次には重点的に） 

 

 

◎正しく各固め技ができ

るようになろう 

 

 

◎固め技の返し方ができ

るようになろう 

 

 

◎互いに安全面に留意し

よう 

◎一つの技を丁寧に習得

し，取りと受けを互いに

信頼しよう 

 

◎正しく投げ技ができる

ようになろう 

◎移動しながら投げ技が

できるようになろう 

 

[オリエンテーション] 

・学習に関するきまりの確認 

・柔道の歴史と特性の説明 

・学習上の徹底した安全面の理解 

・ノート（カード）の記入の仕方 

・柔道衣の着用方法の理解 

・礼法の説明 

 

[基本動作の練習] 

・姿勢 

・組み方 

・進退動作 

・くずし 

・体さばき 

・受け身 →個人で→二人組で→グループで 

 （後ろ受け身，横受け身，前回り受け身） 

 

[対人的技能の練習] 

・固め技 

 （けさ固め，横四方固め，上四方固め） 

    【その場で技をかける】 

         ↓ 

     【技を返してみる】 

         ↓ 

     【25秒抑え込み】 

 

・投げ技 

    【その場で技をかける】 

         ↓ 

   【移動しながら技をかける】 

         ↓ 

     【約束練習をする】 

1年次：膝車，支え釣り込み足，出足払い 

（支え技系） 

2年次：大内刈り，小内刈り，体落とし，大腰

（刈り技系，まわし技系） 

3年次：技の連絡 

（小内刈り→膝車・大内刈り→小内刈り・ 

大内刈り→体落とし 等） 

 

○はじめは，一斉授業から行う 

◇説明を聞く態度 

○安全面の理解 

◇記入方法の理解 

◇柔道衣の着用状況 

○礼法を行う態度 

 

 

○安全に対する配慮 

 

◇説明を聞く態度 

 

◇基本動作を身に付けているか 

 

○受け身に取り組む態度 

○個人差に配慮 

 

 

◇繰り返し練習し，簡易ゲームも

行う 

 

◇各投げ技と固め技の名称の理解

 

◇正しく投げ技と固め技を身に付

けようとする態度 

 

○投げられた際の受け身をとる姿

勢 

 

◇積極的に取り組む態度 

 

◇自己の課題の設定 

○安全に対する注意 

 取りは投げた後，必ず受けにな

る人の袖を絶対離さない等 

◎技能に応じたルールで

みんなが柔道を楽しも

う 

 

◎色々な技を積極的にか

けて攻防しよう 

 

◎受け身の重要性を再確

認しよう 

 

◎相手の動きに対応した

攻防を楽しもう 

 

◎今の力を発揮して練習

に取り組み，課題を発見

する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎互いが楽しめるグルー

プ編成を考えよう 

 

◎グループ内で互いに教

え合おう 

 

◎練習してきた技を試合

で出そう 

 

◎試合で審判をしよう 

 

 

[約束練習と自由練習] 

・約束練習と自由練習の様相 

  ア．投げた後，引き手を離してしまう 

  イ．受け身が不十分で後頭部を打つ 

  ウ．投げた後でもふらつかない 

  エ．胸を張り，よい姿勢で行える 

  オ．肩の力を抜き，技が出せる 

  カ．すり足で動くことができる 

予想される約束練習と自由練習の様相

 Ⅰの段階→ア，イ 

 Ⅱの段階→ウ，エ 

 Ⅲの段階→オ，カ 

 

・個人技能課題の発見と設定 

  ア．技の形を正確に覚える 

  イ．受け身が上手にできる 

  ウ．得意な投げ技を身に付ける 

  エ．固め技ができ，また返すことも 

できる 

  オ．投げ技から固め技に上手く移行 

できる 

  カ．投げ技の連絡変化ができる 

予想される課題 

 Ⅰの段階→ア，イ 

 Ⅱの段階→ウ，エ 

 Ⅲの段階→オ，カ 

 

[グループ練習] 

・30秒抑え込み 

・投げ技，固め技の反復練習 

・約束練習 

・自由練習 

 

 

[試合] 

・簡易ルールでの試合 

・正式なルールでの試合 

・グループ対抗の団体戦 

・リーグ戦やトーナメント戦での個人戦 

・審判も互いに行う 

 

 

 

◇積極的に取り組む姿勢 

◇正しく各投げ技，固め技への入

り方の理解 

◇投げられた際の受け身の状態 

◇相手の動きに対応し攻防する状

態 

 

 

◇個人技能課題の設定 

◇準備や後片付け，ノートの記入

状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇グループ編成時の判断 

◇練習内容や練習方法をグループ

の状況に合わせて考えられてい

る＜言語活動の充実＞ 

 

 

○安全に対する配慮 

◇積極的に試合で技が出せている

◇試合に対して作戦が考えられて

いる 

◇審判法の理解 

 

 

○安全に対する配慮 

 

 

 

表３　学習指導計画例


